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情報と科学　2007年度試験問題
番号　　　　　　　　　　　氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
１．表１は最高血圧と最低血圧（mmHg）について，６人のデータを示したものである。

　　これを用いて以下の問に答えよ。（答は小数点以下第１位まで求めること）

	表１．血圧データ

	　最高　　最低

	１１０　　５５

１２０　　７０
１１５　　６０
１２５　　７５
１００　　７０

１０５　　６５


（１）最高血圧と最低血圧の平均値を求めよ（各５点）。

　　　　　　最高血圧：　　　　　　　　最低血圧：　　　　　　　
（２）最高血圧と最低血圧の中央値を求めよ（各５点）。
　　　　　　最高血圧：　　　　　　　　最低血圧：　　　　　　　
（３）最高血圧と最低血圧の分散を求めよ（各５点，不偏分散ではないので注意）。

　　　　　　　　　　　　　　　最高血圧：　　　　　　　　最低血圧：　　　　　　　
（４）最高血圧と最低血圧の共分散とピアソンの積率相関係数（単相関係数）を求めよ。（各５点，小数点以下第３位まで求めよ）
　　　　共分散　　　　　　　　　　　　　　　　相関係数　　　　　　　　　　
（５）（４）で求めた最高血圧と最低血圧の単相関係数について，「無相関の検定」を行え。（１０点，数値は小数点以下第３位まで求めよ）
（６）最高血圧と最低血圧のスピアマンの順位相関係数とケンドールの順位相関係数を求めよ（各５点，小数点以下第３位まで求めよ）。
　　　　　　　　　　　　　　　　スピアマンの順位相関係数　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　ケンドールの順位相関係数　　　　　　　
２．表２のクロス表について，以下の問に答えよ。
	表２．喫煙と飲酒の関係   

	　　　　　　喫　　煙       計
飲酒　　　あり　　なし 

	あり　　　２０　　１５　　３５
なし　　　　５　　１０　　１５

	 計 　　　２５　　２５　　５０


（１）喫煙と飲酒の関係について，イエ－ツ（Yates）の修正済みカイ２乗値を用いた検定を行え（１０点）。
（２）フィッシャーの直接確率を求めて検定せよ（１０点）。
３．心疾患患者３０名と健常者３０名の食塩摂取量を調べたところ，平均値は心疾患患者群で１８g/日，健常者群で１５g/日であった。

　また，不偏分散から求めた標準偏差は心疾患患者群６g/日，健常者群４g/日であった。このデータを用いて以下の分析を行え。
（１）心疾患患者群の食塩摂取量の母平均値の95％信頼区間を求めよ。
（１０点）
    　95％信頼区間：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（２）２グループの母分散が等しいと仮定した場合の，２群の母平均値の差の検定を行え。
（１０点）
（２）等分散の検定を行え（１０点）。
（３）Welchの検定を行え（１０点）。
４．表３は，６人の肥満教室の前後の体脂肪率（％）を示したものである。
　　肥満教室に効果があったか，以下の問に答えて検定せよ。
	表３．肥満教室前後の体脂肪率

	　前　　　後

	25.5     24.5

22.0     22.5

26.5     25.0

15.5     16.0

24.0     24.0

23.5     22.0


（１）体脂肪率の前後の差の平均値と不偏分散を求めよ（各５点）。
　　　　　　　　　差の平均値：　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　差の不偏分散：　　　　　　　　　　　　　　
（２）肥満教室は効果があるかを，体脂肪率について対応のある場合の母平均値の差の検定を行って答えよ（１０点）。
（３）（２）と同様に符号検定を行え（１０点）
（４）（２）（３）と同様にWilcoxonの符号付き順位和検定を、正規近似を用いて行え。

（１０点）
５．大学生３０名について，喫煙について尋ねたところ，喫煙すると回答したものが１５名いた。

　調査対象が大学生集団から無作為に抽出されたものと仮定して，大学生の喫煙割合の母割合の95％信頼区間の近似解（一次式による）を求めよ（小数点以下第３位まで求めよ）。（１０点）
  　95％信頼区間：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
６．表４は糖尿病患者の治療法２つのグループＡ群とＢ群に分け，尿蛋白の有無について示したものである。
　この結果から，２つの治療群で尿蛋白の有無について違いがあるといえるかを，通常のカイ２乗検定せよ（１０点）。

	表４．治療法と尿蛋白

	治療　　(－)　　(±)　　(＋)

	Ａ群　　４０　　３５　　２５

Ｂ群　　６０　　２０　　２０


７．表５から，分かりやすい血液型の棒グラフを作成し，所定の位置に置きなさい

（１５点）。
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	表５．血液型の分布

	血液型
	人数

	Ａ
	２０

	Ｏ
	１４

	Ｂ
	８

	ＡＢ
	６

	計
	４８



８．図１の色違いの図を作り，指定の位置に置きなさい（２０点）。






９．表６はＡ，Ｂ，Ｃの３施設での児の出生時体重である。このデータを用いて以下の問に答えよ。
	表６．３施設での出生時体重

	　　 Ａ　　Ｂ　　Ｃ

	3.1   3.0   2.8
3.3   3.1   2.7

3.4   3.2   2.9

3.2   3.0   2.8

3.5   2.9   2.6

　　 3.3   3.1


（１）下記の一元配置分散分析表を完成し，３施設で出生体重に差があるかを検定せよ（２０点）。

	表．　３施設の出生体重に関する一元配置分散分析表

	変動要因
	平方和
	自由度
	不偏分散
	Ｆ値
	ｐ値

	級間変動
	
	
	
	
	

	級内変動
	
	
	
	---------
	---------

	全変動
	
	
	
	---------
	---------


（２）３施設各２病院間で出生時体重に差があるかを，Scheffe（シェフェ）の方法で検定せよ（各１０点）。
①Ａ－Ｂ間：
②Ａ－Ｃ間：
③Ｂ－Ｃ間：

この点線の枠内に


棒グラフを描いて


下さい。
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